
「記憶に残る京・やわた」をテーマにした「やわた再
発見！フォトコンテスト」八幡市観光協会主催
157点の応募の中で、最優秀作品として小笠原
さんがめでたく受賞されました。
先ずは、「受賞おめでとうございます」心よりお喜び
申し上げます。

テーマの「八幡再発見」にふさわしい古の「流れ橋」
の橋桁の遠方に顔をのぞかせた「初日の出」との取り
合わせの情景は、素晴らしいと言うしかありません。
また、橋の上でご来光を待つ人々の姿も上手く
とらえて、構図のバランスの良さも感じられます。

先ずは、府知事最優秀賞の受賞おめでとうございます。
彼とは昭和38年（1963年）同期入社の長年の友である。入寮時ギターを背負い入って来たことを
鮮明に覚えている。隣室であったので奏でる音で癒されたが、オリジナル曲を創るほどの腕を持っている。
たまに居酒屋へ一緒に行くが、カラオケを歌わせても上手くお客さんを楽しませてくれる。
趣味の写真に関してはそれ以上のものがあり、ネットで調べた各地の四季折々の催し物、花鳥風月を
求め、カメラ器材を車に積み込み、シャッターチャンスのためならテントで寝起きしながら撮るというプロ顔負け
のカメラマンである。知事賞を受けたこの写真も彼の凄腕の結果である。 ＜鳥越会員　記＞
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自薦、他薦 特技や趣味をお持ちの方、OB会にご連絡を！

「シニアテニス木曜会」のボランティア活動
1 いつの間にか　１０年目に突入　

　「シニアテニス木曜会」サークルがスタートしてから

最年長は81歳、一番若い人は５２歳です。
きっかけは枚方市のテニス協会がやっているクラブ
「ＳＴ１００」で　”待ち時間が長い事、ダブルスで技術
差が大きいパートナーには気を遣う”との話がでた。
そこで気兼ねなくやれるメンバーを募ってやろう
となった。
すぐに同レベルの一般の仲間14人に声を掛け
「木曜会クラブ」とネーミングした。(写真１）
　これをコマツ大阪の総務課に毎木曜日9:00～

12:00　2面で承認をいただいた。 写真　１　木曜会の仲間たち 投稿者
この時、世話人代表を私がすることになった。

2 長続きの秘訣は？
　このサークルは明文化された規則はなく。参加者が
その日のボール代１００円を貯金箱に入れる事だけ
です。したがって定期会費はなし。

3 世話人の私がやることは簡単な3つの事
①毎回練習ボール籠と組合せボード持参する事。
②悪天候の時コートが使用できるかどうかの判断を
　8時50分までに全員に連絡すること。

③ニューボールをまとめ買いする。（2ｹ月に1回） 写真　２　手作りの道具

4 使っている道具は以下の３つ
①練習ボール用籠（メンバーからの寄付）
②組合せマグネットボードと磁石メンバーネームプレート
　（ボードは100円で調達　：写真２）
③組合せ用くじ棒（メンバーの手作り）
このサークルの長続きの秘訣はボール代の繰越金
がたまると約2年に1度飲み会をすることです。
また時々外部の同年配のグループと他流試合を
してリフレッシュをしています。

最後に、コマツのコートを無料で使わせて頂いている事と
仲の良いメンバーに恵まれた事に感謝し、これからも
代表世話人を続けていきたいと決意しています。 写真　３　他流試合後の表彰式

投稿　OB会員　金子友義

１０年目に入った。メンバー16人の平均年齢は７3歳、

頻度は年に数回でLINEグループで一斉に連絡する。
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